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８．パソコンで作成した場合，打ち出した原稿とその電子ファイルを収録した記憶媒体（CD等）を添付して提出す
る。
９．本研究センターの研究費，および他の関連する研究費の成果報告の場合，その旨を最後の次に「付記」として
明記する。
記載例）
本研究は「平成○○年度北翔大学北方圏生涯スポーツ研究センターの研究費」の助成を受けて実施したもので
ある。
Ⅲ 事業報告の執筆要項
１．事業報告は，別紙１の書式に倣い，研究分野ごとに記載する。
２．共同研究課題には，各研究分野の研究課題ではなく，北方圏生涯スポーツ研究センターの研究課題を記載する。
３．構成員について，共同研究員の職名は所属先の職名ではなく，「研究員」とする。
４．今年度の共同研究の進捗状況・研究成果等（当初予定の達成度）の欄には，進捗状況を簡潔にまとめるほか，
研究課題ごとにその達成度をパーセンテージで表記する。
５．研究論文等公表状況の欄は［論文発表］［図書］［学会発表］［その他］に分別して記載する。それぞれの記載
方法は以下の通りとし，いずれも本研究員名には下線をつける。また査読ありのものについては，最後に［査読
あり］と追加する。学会発表の抄録集として学術雑誌に掲載されたものは論文発表には含めない。
１）論文発表；著者名：表題．雑誌名，巻（号）：論文所在ぺージ，発行西暦年．
２）図 書；著者名：書名．版数，論文所在ぺージ，発行所，発行地，発行西暦年．
著者名：表題．編者・監修者名 書名．版数，論文所在ぺージ，発行所，発行地，発行西暦年．
３）学会発表；演者名：表題．大会名，学会の開催場所，開催期間．
４）そ の 他；演者等：「プログラム名」，主催団体名，開催場所，開催期間．
６．論文等は，別刷等の公表された事実・内容が確認できるものを３部添付する。論文にはスポル研究であること
を明記している必要があるが，学会発表の抄録についてはこの限りでない。
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